
1982年出上の木簡

秋
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１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
仙
北
郡
仙
北
町
払
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）

一
〇
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
船
木
義
勝

・
山
崎
文
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
地
方
官
衝
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
逮退
跡
及
び
遺
物
出
土
遺
構
の
概
要

払
田
柵
跡
は
仙
北
平
野
の
中
央
部
に
あ
り
、
北
側
に
矢
島
川

。
鳥
川
、
南
側

は
丸
子
川
に
狭
ま
れ
、
東
西
に
並
が
長
森

・
真
山
の
二
残
丘
を
中
心
に
位
置
す

る
。
外
郭
線
は
二
丘
陵
を
囲
む

よ
う
に
、
内
郭
線
は
長
森
を
囲

む
よ
う
に
廻
り
、
内
郭
中
央
部

に
は
政
庁
を
確
認
し
て
い
る
。

第
四
九
次
発
掘
調
査
は
政
庁

よ
り
北
西
方
向
へ
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
、

ゆ
比
高
差
に
し
て
約
五
ｍ
下
が
っ

休

た
長
森
丘
陵
の
北
麓
に
位
置
す

る
井
戸
跡
を
中
心
に
行

っ
た
。

本
調
査
は
降
雪
の
た
め
未
了
と
な
っ
た
た
め
、
第
四
九
十
二

・
三
次
の
補
足
調

査
を
、
昭
和
五
八
年
四
、
五
月
と

一
〇
月
に
実
施
し
た
。

当
地
点
は
昭
和
五
年
の
発
掘
調
査
で
木
簡
を
確
認
し
た
場
所
で
あ
る
。
上
田

三
平
の
報
告
に
よ
れ
ば

「
井
戸
側
は
杉
材
に
て
造
り
、
厚
さ
約
二
寸
、
幅
七
、

八
寸
の
側
板
を
四
隅
で
組
合
せ
方
六
寸
の
枠
を
造

っ
て
居

っ
た
…
…
…
井
泉
阻

の
東
約
二
、　
三
尺
を
離
れ
た
土
中
に
二
片
に
分
離
し
た
木
札
を
発
見
し
た
。」

と
あ
り
、
第

一
号
木
簡
の
出
土
地
点
を
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
井
泉
の

周
辺
か
ら
、
木
簡

・
墨
書
土
器
な
ど
重
要
な
文
字
資
料
が
た
く
さ
ん
出
土
し
て

い
る
。

Ｓ
Ｅ
五
五
〇
井
泉
跡
で
は
現
在
も
湧
水
し
て
い
る
。
南
側
板
（長
さ
一
・
九
ｍ
、

幅
一一四
ｃｍ
、
厚
さ
三
８

と
北
側
板

（長
さ
一
ｍ
、
膊
二
四
ｃｍ
、
厚
さ
三
伽
）
の
一
部

が
現
存
し
て
い
た
。
掘
形
プ
ラ
ン
は
現
状
で
東
西
五

・
四
ｍ
、
南
北
三

・
七
ｍ

（北
側
末
確
認
）
で
、　
そ
の
内
側
東
西
四

・
三
ｍ
、
南
北
三
・
七
ｍ
の
範
囲
に
土

器
及
び
木
製
品
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い
た
。
底
面
に
は
小
礫
が
密
に
敷
か
れ
、

内
壁
は
礫
で
固
め
、
周
辺
に
は
コ
ブ
ツ
大
の
礫
が
検
出
さ
れ
た
。
掘
形
プ
ラ
ン

内
に
お
い
て
直
立
し
た
三
本
の
角
材
と
丸
太
材
を
検
出
し
た
。
こ
の
遺
材
は
東

西
三

・
三
ｍ
、
南
北
二

・
五
ｍ
で
あ
る
。
井
泉
の
上
を
覆
う
施
設
の
柱
な
の
か
、

土
留
め
な
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

掘
形
内
の
埋
土
か
ら
、
木
簡

一
点
、

「絵
馬
」
と
思
わ
れ
る
墨
痕
を
も
つ
木

札

一
点
お
よ
び
多
量
の
土
師
器

・
須
恵
器
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
等
の
釈
文

・
内
容



ω
　
第

一
六
号
木
簡
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〔追
力
〕

上
部
は
欠
損
、
現
存
中
央
部
は
折
損
寸
前
で
あ
り
、
下
端
は
確
認
で
き
る
。

全
体
に
磨
滅
が
激
し
く
、
表
面
は
墨
痕
が
確
認
で
き
る
程
度
で
あ
り
、
一異
面
は

墨
痕
を
確
認
で
き
な
い
。

②
　
「絵
馬
」
は
長
さ

一
五

・
一
御
、
幅
二
・
三
ｃｍ
、
厚
さ
三
剛
の
木
札
で
、

表

二
暴
と
も
に
墨
痕
鮮
明
な
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
観
察
に
よ
っ
て
上
端
と
右

側
端
を
確
認
で
き
、
下
部
お
よ
び
左
側
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
中
央
部
は
折
損

寸
前
で
、
表
面
は
剣
離
折
損
し
て
い
る
。
描
か
れ
て
い
る
絵
の
詳
細
は
不
明
で

あ
る
が
、
観
察
の
結
果
次
の
よ
う
に
推
測
し
た
。
表
面
は
、
笠
を
か
が
り
衣
を

ま
と

っ
た
人
物

（猿
？
じ
が
姿
勢
を
正
し
く
乗
馬
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

人
物
は
後
半
身
、
馬
は
胴
部
ぞ
臀
部

・
尾

・
後
足
が
明
確
で
あ
る
。
馬
に
は
、

鞍
や
尻
繁

・
杏
葉
も
し
く
は
馬
鈴
ら
し
き
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。
一暴
面
は
中
央

か
ら
上
下
に
運
筆
が
分
れ
て
お
り
、
下
方
に
二
本
の
弧
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

何
を
意
味
す
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

本
資
料
を

「
絵
馬
」
と
し
た
が
、
絵
馬
と
す
べ
き
か
否
か
議
論
の
余
地
が
あ

ス
υ
。

９
　
関
係
文
献

秋
田
県
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所

『
払
田
柵
跡
　
―
第
四
六
を
五
二
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発
掘
調

査
概
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―
建

Ｇ
払
田
柵
跡
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査
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一
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三
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